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凹

保

馬

ー

支
配
的
地
位
を
占
な
る
民
族
は
早
晩
そ
の
地
位
を
、
新
興
の
民
族
に
ゆ
づ
る
。
こ
れ
は
有
史
以
来
の
民
族
興
亡

史
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
、
前
者
の
設
落
は
つ
ね
に
そ
の
優
越
そ
の
こ
と
か
ら
来
る
。
優
越
そ
の
乙
と

の
故
に
吐
曾
的
に
優
越
者
た
る
資
格
を
失
ふ
か
、
人
口
皐
的
に
漸
次
に
衰
亡
し
て
ゆ
く
(
前
説
所
載
の
如
〈
)
。
此

興
亡
代
謝
の
過
程
を
一
見
に
立
入
っ
て
考
へ
て
み
よ
う
。

か
つ
て
述
べ
た
る
が
如
く
、
優
越
せ
る
民
族
の
渡
落
は
主
と
し
て
、
そ
の
利
益
枇
合
同
化
に
よ
る
、
而
し
て
新
に

優
越
的
地
位
に
高
ま
り
ゆ
〈
民
族
の
上
昇
は
そ
の
共
同
一
枇
合
的
気
風
に
よ
る
。
か
く
は
云
ふ
も
の
の
、
す
べ
て
の

民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

第

盟主



民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

第

披

民
族
が
一
様
に
早
晩
優
越
的
な
る
地
位
に
上
昇
し
符
る
や
、
と
い
ふ
に
さ
う
で
は
な
い
。
一
五
は
Y
、
文
化
の
毅
蓬

程
度
に
於
て
あ
ま
り
に
低
き
民
族
は
、
漸
次
に
消
滅
す
る
運
命
を
も
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
〈
も
近
代
文

化
と
接
鯛
を
保
っ
て
ゐ
る
所
の
、
数
多
の
低
級
民
族
に
認
め
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
種
冷
な
る
事
情
に

基
〈
。低

級
民
族
が
文
化
の
程
度
の
高
い
民
族
と
接
闘
す
る
と
き
、
前
者
は
後
者
か
ら
見
る
と
飴
り
に
弱
者
で
あ
る
。

政
治
的
に
は
飴
り
に
抑
廊
せ
ら
れ
、
組
沸
的
じ
は
険
h
，
に
絞
取
せ
ら
れ
る
。
過
度
の
膝
迫
仁
よ
っ
て
彼
等
は
十
分

に
高
度
な
る
文
化
を
回
収
す
る
だ
げ
mw
齢
カ
を
有
し
な
レ
。
鈍
う
て
そ
の
武
力
ド
よ
っ
て
艇
越
的
拙
枇
そ
漉
科
寸

る
が
如
き
は
、
彼
等
の
夢
想
だ
に
も
し
得
r
d

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
等
は
か
く
し
て
、
永
久
に
低
き
生
活
L
」
過
度

な
る
強
制
の
下
に
繋
が
れ
る
。
更
に
重
要
な
る
事
象
が
あ
る
。
彼
等
は
屡
ミ
従
来
の
住
居
を
逐
は
れ
て
不
便
且
つ

不
毛
の
地
に
う
つ
る
0
3
う
す
る
と
、
生
活
の
困
難
は
其
人
口
の
減
少
を
飴
儀
な
く
す
る
。
少
〈
色
摩
迫
民
族
の

人
口
の
著
し
く
増
加
す
る
聞
に
、
其
人
口
は
少
し
も
増
加
し
な
い
と
と
も
少
〈
な
い
。
そ
の
上
、
文
明
と
の
接
鯛

に
よ
っ
て
欲
望
は
増
加
す
る
、
資
カ
が
そ
れ
に
つ
れ
て
増
加
せ

F
る
が
故
に
、
生
活
の
塵
迫
は
加
は
り
、
人
口
の

増
加
が
許
さ
れ
ぬ
。
加
之
、
生
活
様
式
の
麗
化
、
こ
と
に
完
備
し
た
る
撞
療
に
よ
っ
て
病
菌
の
作
用
を
〈
ひ
と
め

た
る
文
明
人
と
の
接
鯛
に
よ
っ
て
、
疾
病
に
か
〉
る
も
の
の
、
免
疫
性
な
き
身
腫
の
抵
抗
は
弱
〈
、
臨
酉
療
の
費
用

み
ど
有
せ
十
、
叉
養
生
の
知
識
を
快
〈
が
故
に
、
共
死
亡
率
は
高
ま
る
。
か
く
し
て
彼
等
は
屡
ミ
滅
亡
す
る
か
、
人

口
の
極
度
の
減
少
を
見
る
。



こ・カ〉
ろ、る
の、が
民、故
族、に
の、
み、新
カ.;.，.こ
十、優、
介、越、
な、せ、
る‘る、
f様、地、
イ半、 イ立、
の、に、
具、上、
備、る、
す、も、
る、の、
の、は、

を7・
ま、低・
っ、級、
て、の、
、民、
か、族、
〉、で、
る‘ l主、
i也、な、
イ立、 ぃ、

立、云、
つ・は、
o '-;、

民中、
族席、
はの、
不地、
断位、
lこ Iこ、
周ぁ、
流る、
すと、

る
。
け
れ
ど
も
此
周
流
の
過
程
の
行
は
る
る
傍
ら
に
、
低
級
な
る
民
族
は
漸
次
に
、
政
治
的
経
済
的
過
程
に
よ
っ

て
及
び
無
意
識
の
中
に
作
用
す
る

E
こ
ろ
の
人
日
間
中
的
過
程
に
よ
っ
て
、
滅
亡
す
る
か
、
永
久
的
な
る
暦
迫
の
蔭

に
身
を
潜
め
つ
〉
あ
る
。
周
流
は
つ
ね
に
中
府
な
る
も
の
の
上
昇
し
て
優
越
者
に
と
り
代
る
過
程
で
あ
る
。
中
腐

な
る
も
の
の
み
が
掛
存
す
る
、
私
は
か
つ
て
こ
れ
を
、
巾
席
残
存
の
法
則
と
名
づ
げ
に
Q

に
い
〉
此
中
府
な
る
も
の

の
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
恥
い
か
閣
閣
と
な
る
。

民
族
の
遺
体
的
索
質
の
差
異
は
も
は
や
、
枇
命
H

串
的
考
察
に
と
っ
て
は
、

一
の
所
奥
に
し
て
説
明
診
要
す
る
事

象
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
素
質
上
の
差
異
を
有
す
る
も
の
が
、

ω種
L
q

な
る
外
部
的
、
こ
と
に
地
理
的
環
境
の
差

異
に
よ
っ
て
、
文
化
の
殺
遣
の
方
向
と
程
度
と
を
異
に
す
る
。
州
け
れ
ど
も
兎
に
重
要
な
る
こ
と
は
種
冷
な
ろ
血

統
の
温
和
で
あ
る
。
種
ゃ
な
る
民
放
の
種
冷
な
る
組
令
せ
に
よ
っ
て
、
雑
多
の
法
惇
的
素
質
の
多
様
な
る
結
合
九
百

生
十
る
。
此
温
和
は
、

一
方
に
於
て
征
服
闘
係
に
よ
っ
て
生
や
る
。
こ
れ
は
屯
代
に
於
で
は
稀
な
る
事
象
で
あ
る

が
、
過
去
に
於
て
は
極
め
て
頻
繁
で
あ
っ
七
こ
と
、

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
他
方
に
於
て
、
政
治
的
交
捗
、
こ
3

ど
に

植
民
に
よ
っ
て
生
中
る
。
叉
、
政
治
的
煙
迫
を
仲
ふ
こ
と
な
さ
通
商
、
移
住
の
結
果
と
し
て
生
守
る
o

此
結
合
の

結
果
は
種
冷
で
あ
る
。
川
文
化
、
及
び
生
理
的
特
質
の
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
る
も
の
の
結
合
は
、

一
般
に
結
果

わ
る
く
、
新
し
き
文
化
を
作
h
ノ
上
戸
、
る
こ
と
も
な
く
、
勝
れ
た
る
民
族
を
作
る
こ
と
も
な
い
と
見
ら
れ
る
。
け
れ

民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

第
一
競
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四

ど
も
、
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
吟
味
せ
ら
る
べ
き
黙
が
多
い
。

一
方
、
こ
の
主
張
は
、
生
物
の
雑
種
の
類
推
に

基
い
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
止
が
許
さ
る
べ
き
や
否
や
。
他
方
、

ホ
ヲ
テ
ン
ト
ツ
ト
和
蘭
人
の
混
血
は
相
官
に
見
る
べ

き
能
力
を
示
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
貨
な
ど
を
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
同
文
化
や
、
生
時
的
特
質
に
於
て
中
腐
な
る
も

の
の
結
合
、
こ
と
に
文
化
の
系
統
に
於
て
近
き
も
の
の
混
和
は
、
種
々
な
る
結
果
を
う
か
。
こ
れ
が
常
に
必
守
、

優
秀
な
る
能
力
と
優
秀
な
る
文
化
を
生
な
と
は
一
E

は
れ
得
ま
い
。
そ
の
生
四
的
素
質
だ
け
に
つ
い
て
見
る
に
、
長

知
相
柿
ふ

2
こ
ろ
の
結
合
止
、
汽
じ
ろ
で
な
い
結
合
と
が
あ
り
判
る
わ
げ
で
J
m
w

る
。
附
し
て
後
者
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
.

劣
山
納
者
の
地
仕
に
立
も
、
人
類
駅
・
却
の
裁
而
か
ら
世
帯
し
仁
で
あ

L
う
し
、
今
後
t
己

τも
蹴
落
し
て
ゆ
〈
吋
し
め
ら

ぅ
。
仁
Y
結
合
の
好
都
合
に
行
は
れ
た
る
も
の
は
順
次
に
選
探
せ
ら
れ
て
、
優
越
的
地
位
'T
占
h
u

る
に
至
る
で
あ

ら
う
。
現
在
に
於
げ
る
日
本
の
地
位
、
而
し
て
恐
ら
〈
ス
ラ
プ
の
地
位
が
か
う
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
南
米
や
、

市
ア

7
9
カ
の
中
か
ら
、
ま
た
か
〉
る
将
来
を
有
す
る
も
の
の
生
れ
な
い
と
は
断
言
し
持
ら
れ
な
い
。

繰
返
し
て
、
所
謂
中
市
川
残
存
の
法
則
と
い
ふ
も
の
の
根
援
金
述
べ
る
。
能
力
文
化
に
於
て
割
合
に
高
き
民
族
で

な
(
て
は
、
優
越
せ
る
民
放
の
文
化
を
十
分
に
吸
収
し
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
で
め
ら
う
。
而
も
、
彼
等
は
政

治
的
組
織
に
よ
っ
て
利
盆
を
奪
ほ
れ
、
経
油
開
的
に
絞
恥
せ
ら
る
る
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、
共
生
活
は
優
越
民
族

の
如
く
高
〈
な
い
。
而
し
て
恐
ら
〈
人
口
の
都
市
集
中
、
乃
至
人
口
密
度
に
於
て
も
ぞ
れ
の
如
く
大
で
は
な
い
は

宇
で
あ
る
，
そ
の
結
果
正
し
て
‘
若
し
他
の
保
件
に
し
て
一
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
利
益
世
命
日
化
の
程
度
に
於
て
遅

れ
て
ゐ
る
は
令
で
め
る
。
か
く
し
て
、
優
越
せ
る
民
族
自
瞳
の
凋
落
が
は
じ
ま
れ
ば
、
之
に
取
代
る
も
の
は
割
合



に
高
き
地
位
に
あ
る
も
の
、
印
ち
中
府
な
る
民
族
よ
り
外
に
は
な
い
。
か
く
し
て
民
族
の
周
流
に
於
て
、
次
ぎ
次

ぎ
に
高
ま
り
ゆ
く
も
の
は
、
中
腐
な
る
民
族
な
ら
ぎ
る
を
特
な
い
。

ーー

利
品
誠
一
耽
命
日
化
の
各
段
階
に
於
て
、
不
断
に
支
配
し
つ
?
の
る
傾
向
と
し
て
、
優
越
民
放
の
代
謝
、
中
山
川
な
る
も

、
、
.
、
、
、
、
、
、

の
の
残
存
を
あ
げ
た
G

此
外
に
重
要
な
る
一
の
傾
向
と
し
て
、
民
族
の
構
大
の
法
則
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
慌

大
の
法
則
珍
説
明
す
る

-mに
は
、
民
族
に
針
す
る
岡
家
の
作
用
ヤ
-
繰
返
し
て
述
ぶ
る
こ
と
な
必
要
と
す
る
。
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で
、
今
ま
で
の
歴
史
に
倣
す
る
。
岡
家
が
単
一
の
民
族
に
よ
り
て
文
へ
ら
る
る
と
き
に
、

之
お
官
民
族
岡
家
と
い

ふ
。
民
族
岡
家
と
い
へ
ど
も
、
決
し
て
草
捕
に
又
は
純
粋
に
同
質
的
な
る
一
民
族
よ
り
成
る
こ
と
を
求
な
る
の
で

は
な
い
。
今
日
の
ナ
チ
ス
の
政
策
の
如
、
き
は
、
闘
情
あ
ま
り
に
念
迫
し
た
る
場
合
の
麓
態
で
あ
る
。
国
家
が
形
成

せ
ら
る
る
や
、
岡
家
と
し
て
の
惜
充
伝
求
め
る
。
本
来
民
族
自
惜
が
そ
の
時
充
を
求
め
る
、
こ
れ
は
民
族
的
自
我

が
も
っ
t
と
こ
ろ
の
力
の
要
求
の
め
ら
は
れ
で
あ
る
、

ー
は
Y
集
岡
的
な
る
力
の
意
志
の
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ

炉
、
そ
れ
が
岡
家
主
い
ふ
組
繊
を
作
り
上

C
る
に
至
る
や
、
氏
族
の
カ
の
要
求
は
や
が
て
此
岡
家
の
要
求
に
ま
で

高
め
上
げ
ら
れ
る
。
而
も
支
配
者
階
級
の
力
の
要
求
が
そ
れ
と
混
同
し
、
こ
れ
に
助
勢
す
る
に
及
び
て
、
ぞ
れ
は

愈
ミ
根
づ
よ
き
も
の
と
な
る
。
根
本
に
於
て
民
族
の
要
求
と
岡
家
の
要
求
と
は
相
合
し
相
蹴
ふ
べ
き
性
質
を
色
つ

も
の
で
あ
る
。
に
Y
あ
る
場
令
に
於
て
、
印
ち
岡
家
の
意
士
山
決
定
に
営
る
支
配
者
階
級
の
立
志
と
民
族
の
要
求
ー
と

民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

五

第

f虎

五



民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

占，、

第

費量

占ノ、

が
一
致
せ
ま
る
場
合
に
於
て
、
卸
ち
園
民
の
多
数
が
岡
家
の
要
求
を
容
認
せ

F
る
場
合
に
於
て
、
そ
れ
は
相
背
馳

す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
に
か
く
、
岡
家
的
な
る
勢
力
意
志
は
、
そ
の
征
服
に
よ
っ
て
、
併
合
に
よ
っ
て

空
間
的
に
自
ら
構
大
せ
な
こ
v
と
を
求
め
、
そ
の
人
口
を
増
加
せ
し
め
よ
う
と
す
る
、
こ
れ
が
怨
に
は
勢
ぴ
異
民
族
を

新
に
包
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
政
治
的
統
制
に
よ
る
接
鯛
、
こ
と
に
外
部
の
枇
舎
と
自
然
と
に
劃
す
る
協
働
、

共
同
な
る
運
命
の
週
逢
、
こ
れ
ら
は
異
民
族
ど
同
化
せ
し
め
て
新
な
る
い
父
化
と
性
格
と
伝
作
り
、
新
な
る
民
族
に

仕
立
て
あ
げ
る
υ

か
く
し
て
岡
山
亦
は
不
断
に
憤
死
し
て
新
な
る
氏
族
閥
川
が
に
ら
う
正
す
久
島
。
こ
と
ド
軍
-
南
京
な
る
と

と
に
は
、
異
な
れ
る
岡
山
肢
が
岡
家
と
い
ふ
統
一
川
町
組
織
の
下
に
あ
っ
て
共
同
な
る
運
命
に
で
あ
ふ
れ
」
と
ド
(
倒
へ

ぱ
戟
等
、
天
災
、
岡
際
的
大
事
費
)
、
岡
家
的
な
る
自
我
が
よ
ぴ
き
ま
さ
れ
、
岡
家
的
な
る
勢
力
志
士
山
が
同
様
に
異

民
族
の
上
に
植
ゑ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
容
易
に
民
族
の
同
化
へ
と
翠
く
。

民
族
蹟
大
の
傾
向
は
単
に
民
族
的
、
ひ
い
て
闘
家
的
な
る
自
我
憤
充
の
要
求
か
ら
来
る
と
の
み
は
云
ひ
が
た

い
。
産
業
界
に
於
て
大
企
業
の
支
配
が
愈
ミ
確
立
せ
ら
れ
て
ゆ
〈
に
も
似
た
る
も
の
が
め
る
。
経
済
的
に
見
る
と

一
闘
の
内
部
に
相
官
に
慶
大
な
る
市
場
を
も
ち
資
慨
を
も
つ
こ
と
が
、
岡
民
自
身
に
と
っ
て
有
利
な
る
こ
と
い
ふ

ま
で
も
な
い
。
此
意
味
に
於
て
狭
少
な
る
土
地
に
割
接
す
る
小
民
族
は
極
構
の
殺
達
し
て
大
規
模
と
な
る
ほ
ど
不

使
と
不
利
と
を
戚
十
る
。
こ
れ
は
近
代
的
岡
家
形
成
の
場
合
に
額
著
で
あ
っ
た
事
情
で
め
る
。
別
し
て
、
岡
家
劃

立
の
場
合
に
於
て
、
小
き
岡
家
は
十
分
に
自
己
の
防
衛
ど
な
し
が
た
〈
、
政
治
的
に
も
暦
迫
せ
ら
れ
易
い
。
あ
る

大
さ
の
人
口
と
地
域
と
を
有
す
る
こ
と
が
、
共
存
立
の
た
め
の
必
要
保
件
と
な
る
。
か
く
て
一
の
閣
家
は
勢
力
の



要
求
の
矯
に
、
濁
立
の
岡
家
少
な
し
得
r
d

る
民
族
、
又
は
民
族
の
断
片
を
吸
牧
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
、

ζ

れ
ら
の

も
の
炉
自
ら
進
み
て
、
相
嘗
な
る
強
き
念
も
っ
と
こ
ろ
の
岡
家
に
吸
牧
せ
ら
る
る
こ
左
を
求
め
ぎ
る
を
得
ぎ
る
に

至
る
。
而
も
か
つ
て
は
、
岡
家
の
膨
肢
に
ほ
若
干
と
も
技
術
的
文
化
的
な
る
障
碍
が
多
〈
置
か
れ
で
あ
っ
た
。
今

や
、
交
通
機
関
の
極
度
な
る
殺
達
、
文
化
的
同
化
の
著
し
き
準
行
の
魚
に
、

此
障
碍
が
愈
ミ
取
除
か
れ
る
。

カ日

之、

一
闘
が
あ
る
程
度
ま
で
に
人
口
的
地
域
的
憤
大
子
途
げ
た
る
こ
と
は
、
自
ら
他
の
岡
家
を
し
て
針
抗
的
に
同

様
な
芯
努
力
に
出
で
し
め
る
。
近
代
的
大
岡
家
の
自
己
憐
張
の
努
力
は
、
此
の
如
〈
に
し
て
理
解
し
得
ら
る
べ
き

市

町

内

ノ

j

C

1
3
y
e
 

民
族
劃
立
の
聞
に
於
て
、
優
越
せ
る
民
族
は
亡
び
易
い
。
耐
し
て
徐
り
に
劣
弱
な
る
も
の
は
ま
た
滅
亡
す
る
。

か
く
し
て
残
存
す
る
も
の
は
中
庸
な
る
も
の
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
而
・
也
、
残
存
す
る
-
も
の
の
聞
に
も
自
ら
民
族

、
.
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

構
大
の
法
則
が
作
用
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
民
族
の
針
立
は
、
将
来
に
於
て
念
ミ
横
大
せ
ら
れ
た
る
、
而
ち

、‘

.h.. 、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

数
に
於
て
極
め
て
小
な
る
民
族
の
封
立
と
な
ら
5
る
会
得
な
い
で
め
ら
う
。
而
も
そ
の
文
化
の
程
度
や
、
産
業
軍

事
の
力
に
於
て
盆
ミ
極
度
に
ま
で
伸
張
せ
ら
れ
た
る
、
力
相
若
け
る
も
の
の
劃
立
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら

う
。
遅
代
の
資
本
主
義
経
済
に
於
け
る
濁
占
の
現
象
に
逗
き
も
の
が
、
岡
際
聞
に
於
て
成
立
せ
や
と
は
い
ひ
が
た

い
ゃ
う
で
あ
る
。

だ
JY

岡
家
の
構
大
が
民
族
の
横
大
に
導
き
難
き
場
合
が
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
岡
家
が
あ
ま
り
に
素
質
と
文
化
と
の

か
け
離
れ
た
る
民
族
ぞ
晩
牧
し
統
一
し
た
る
場
合
で
あ
り
、

叉
地
域
の
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
る
と
こ
ろ
を
従
属

民
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せ
し
め
た
る
場
ん
円
で
あ
る
。
此
場
A
口
、
血
液
の
混
和

文
化
の
同
化
と
云
ふ
も
の
の
品
川
に
著
し
き
年
月
を
要
す
る

で
あ
ら
う
し
、
或
は
極
め
て
そ
の
事
が
閤
難
で
も
あ
ら
う
。
交
通
の
不
便
の
震
に
一
躍
と
し
て
の
行
動
が
管
ま
れ

が
た
く
、
こ
と
に
共
同
の
運
命
に
遭
逢
す
る
こ
と
が
少
い

。
か
く
し
て
岡
家
の
力
に
よ
る
大
民
族
結
成
の
作
業
が

行
は
れ
が
た
い
。
近
代
欧
洲
各
閣
の
植
民
地
分
割
の
結
果
は
概
ね
こ
れ
で
あ
る
。
か
、
〉
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、

、
、
、
、
、

植
民
地
住
民
が
本
閣
の
民
族
に
ま
で
吸
牧
せ
ら
れ
宇
、
云
は

v
熟
し
た
る
果
買
の
如
〈
に
離
れ
る
3

た
ず
圃
家
慌

、、"、齢、
h

剤
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
.
‘
.
、
.
.
 、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
.

大
従
っ
て
民
族
慌
大
の
作
業
が
、
近
接
せ
る
民
族
.
文
化
の
税
皮
や
血
縁
に
於
て
相
近
き
民
旅
に
却
し
で
.
行
は

也、
L

H

U

、
刷
、
軒
、
、
、
、
.
‘
.
、
‘
.
、
‘
.
、
、
、
、
、

る
お
と
き
仁
の
み
、
川
正
れ
は
比
較
的
仁
鮮
日
到
に
匙
桁
し
料
る
。

民
族
慣
大
の
努
力
は
極
め
て
屡
ミ
文
化
の
名
に
於
て
行
は
れ
る
。
岡
家
自
躍
は
つ
ね
に
権
力
の
組
織
で
あ
る
か

ら
、
岡
家
の
自
己
慣
張
の
努
力
は
つ
ね
に
外
部
的
歴
迫
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。
然
れ
ど
も
岡
家
は
、
出
来
る
だ
け

そ
の
行
動
に
劃
す
る
周
同
の
反
封
を
和
ら
げ
、
云
は
Y
美
し
き
名
義
の
郊
に
之
を
行
は
な
こ
と
を
徴
す
る
0

・
日
己

の
文
化
、
例
へ
ば
欧
羅
巴
の
文
化
、
調
理
の
文
化
、

ア
メ
リ
ノ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
ジ
イ
の
如
き
は
す
べ
て
か
〉
る
目
的

の
魚
に
謹
ば
れ
た
る
名
栴
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
共
闘
家
又
は
民
族
が
意
識
的
に
白
血
備
を
棋
耕
す
る
と
い
ふ
の

で
は
な
い
。
彼
等
は
衷
心
か
ら
さ
う
信
じ
て
ゐ
る
場
合
も
多
い
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
結
局
に
於
て
、
こ
れ
ら
は

彼
等
の
自
己
被
覆
で
あ
る
。
文
化
色
道
義
と
を
楳
検
し
て
、
共
宜
は
民
族
的
な
る
、
乃
至
閏
家
的
な
る
勢
力
要
求

の
充
足
を
求
h
u
る
に
外
な
ら
ぬ
。
何
れ
の
園
家
も
同
様
な
る
要
求
を
も
つ
が
故
に
、

叉
岡
家
に
劃
し
て
は
桐
人
に

劃
す
る
が
知
〈
に
道
徳
が
要
求
せ
ら
れ

F
る
が
故
に
、
此
自
己
被
夜
は
何
人
も
こ
れ
を
は
ぎ
と
ら
う
と
し
な
い
。



文
化
的
民
族
主
義
は
共
賞
、
民
族
の
勢
力
構
張
主
義
の
位
面
で
あ
る
。

利
益
一
世
舎
化
の
大
勢
が
一
音
も
な
く
並
行
し
て
ゆ
き
つ
〉
あ
る
聞
に
、
共
各
段
階
を
と
っ
て
考
ふ
れ
ば
、
民
族
の

劃
立
に
基
〈
事
象
は
不
断
に
行
は
れ
つ
〉
あ
る
。
此
不
断
な
る
反
覆
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
、
上
に
述
べ
士

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
優
越
せ
る
民
放
の
表
頑
、
中
市
川
な
る
も
の
の
残
存
、
な
ら
び
に
、
民
族
構
大
の
傾
向
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
過
渡
に
よ
っ
て
残
存
せ
る
符
民
挟
間
の
文
化
の
科
皮
、
生
即
的
素
質
の
問
の
聞
き
は
漸
次
に
縮
小

す
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
の
民
肢
の
大
さ
は
愈
ミ
大
に
、
そ
れ
ら
の
数
ほ
愈
ミ
小
と
な
ら
う
と
す
る
。

残
存
寸
る
大
民
族
問
に
利
益
枇
合
化
の
工
作
が
加
は
っ
て
ゆ
Ji
。
L
1
1
5〉

2
l
t
7
3
5
「
t
1
4

ユ

}

}

省
長
が
江
ぶ
向
一
川
E
I
W
市
ぞ
い
じ
rR
汚

2
と
情

に
若
干
と
も
ゆ
る
め
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
各
民
族
に
属
す
る
個
人
は
互
に
一
歩
づ
〉
接
鯛
を
つ
よ
め
、
結
合
主

問
解
左
の
程
度
を
深
め
て
ゆ
く
。

り
‘
こ
と
に
機
械
的
生
産
の
進
行
で
あ
る
。
交
通
機
関
の
毅
遣
し
た
る
結
呆
と
し
て
今
日
の
世
界
は
ご
一
百
年
以
前

最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、

交
通
機
関
の
後
遣
で
あ
り
、

文
化
的
同
化
で
あ

の
一
闘
の
如
く
に
縮
め
ら
れ
た
。
そ
の
限
り
各
民
族
の
成
長
聞
の
利
害
の
闘
係
も
錯
綜
し
て
来
る
、
個
性
の
分
化

に
つ
れ
て
個
人
的
な
る
親
和
も
加
は
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
つ
れ
て
血
液
の
混
和
と
て
も
必
や
や
進
行
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
更
に
重
要
な
る
こ
と
に
は
、
各
民
族
聞
の
文
化
的
同
化
が
必
や
進
行
す
る
。
も
と
よ
り
奮
さ
、
各
民
族
固
有

の
文
化
は
容
易
に
消
失
す
る
色
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
互
に
融
通
し
濠
透
し
て
、
共
通
な
る
内
容
を
愈
ミ
多
く

す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
と
に
機
械
が
自
然
の
力
を
魅
逗
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
す

民

族

の

周

流

第
四
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一
巻
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九
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べ
て
の
文
化
内
容
佐
保
件
づ
け
、
あ
る
程
度
ま
で
共
性
質
を
左
右
す
る
と
こ
ろ
の
物
質
的
準
備
が
相
近
き
も
の
と

な
る
。
か
く
て
利
盆
枇
合
化
に
つ
れ
て
。
各
民
族
内
部
の
個
人
は
相
接
近
す
る
。
勿
論
、
民
族
と
い
ふ
集
同
の
自

我
は
中
々
に
亡
び
中
、
互
に
共
勢
力
の
伸
張
の
魚
に
劃
立
し
よ
う
と
す
る
。
け
れ
ど
も
個
人
間
の
接
鯛
別
し
て
佃

人
相
互
の
愛
着
と
利
盆
と
は
民
族
を
結
ば
う
と
す
る
。
加
之
、
民
族
の
封
立
を
緩
和
せ
し
h
u

る
方
向
に
劃
し
て
作

用
す
る
も
の
が
あ
る
。
利
益
枇
A
W
化
の
大
勢
は
個
人
の
集
岡
に
封
す
る
犠
牲
の
傾
向
伝
弱
め
て
ゆ
〈
、
此
内
部
の

結
合
が
ゆ
る
h
u
は
ど
、
外
部
と
の
闘
係
は
深
刻
な
る
敵
封
に
ま
で
高
ま
ち
枠
な
い
ヴ
内
部
の
利
佳
枇
曾
化
そ
の
ち

の
は
、
民
族
の
時
立
そ
の
も
の
を
緩
和
す
る
傾
向
伝
も
つ
こ
と
、
点
す
か
が
た
い
。
民
族
の
融
合
の
形
勢
が
個
人
の

相
互
作
用
の
聞
に
黙
今
と
し
て
進
行
し
っ
、
あ
る
こ
と
を
否
定
し
が
た
い
。

此
見
方
は
利
盆
枇
合
化
の
究
極
に
世
界
的
民
族
を
お
く
。
こ
れ
が
完
全
な
る
貨
現
は
考
へ
得
る
逗
き
将
来
の
こ

と
で
は
な
い
、
け
れ
E
も
事
象
の
内
部
に
動
き
つ
〉
め
る
傾
向
の
方
針
は
印
ら
そ
乙
で
あ
る
。
此
見
解
は
、
民
族

の
針
立
を
以
て
人
類
の
国
間
史
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
争
、
取
り
除
か
れ
な
い
と
見
る
見
解
に
針
立
す
る
。
厩
史
を
以

て
世
界
史
的
民
族
の
交
代
の
腰
史
で
あ
る
と
は
見
得
な
い
。
現
に
近
代
の
世
界
の
厩
史
は
、
幾
つ
か
の
民
族
が
不

行
的
に
特
有
な
る
文
化
を
展
開
せ
し
め
つ
〉
あ
る
歴
史
で
あ
る
。
略
家
、
民
族
の
蹟
大
が
す
〉
み
、
中
庸
な
る
も

の
の
残
存
が
す
〉
め
ば
、
残
存
す
る
民
族
に
よ
っ
て
優
越
の
交
代
を
つ
Y

〈
る
こ
と
が
、
出
来
な
く
な
る
は
十
で

あ
ら
う
。

も
と
よ
り
、
「
利
益
枇
曾
化
の
準
行
に
拘
は
ら
争
、
今
日
の
各
民
族
の
色
っ
と
こ
ろ
の
文
化
的
個
性
は
決
し
て
消



減
せ
令
、
そ
の
限
り
民
族
的
幽
結
は
失
は
れ
な
い
、
か
し
ろ
、
各
民
族
が
そ
れ
を
れ
特
有
な
る
文
化
を
築
き
上
戸
、

る
と
こ
ろ
に
、
人
類
又
は
世
界
の
文
化
が
高
め
ら
れ
て
ゆ

t
、
人
類
の
文
化
的
向
上
と
い
ふ
の
は
各
文
化
の
特
有

な
る
個
性
の
竣
揮
以
外
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
」
と
考
ふ
る
こ
と
も
、

一
躍

ω道
理
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
各
民
族

の
も
つ
文
化
の
個
性
が
ど
こ
ま
で
の
根
強
さ
の
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
完
全
に
取
除
く
こ
と
は
出
来
ぬ
炉
、
そ
れ

は
民
族
と
い
ふ
、
自
足
的
生
活
共
同
を
求
な
る
だ
け
の
集
闘
を
作
り
上
ぐ
る
ほ
ど
の
も
の
か
。
そ
こ
で
問
題
は
、

岡
家
と
い
ふ
が
如
き
政
治
的
組
織
と
民
族
と
の
相
互
作
用
に
う
つ
っ
て
ゆ
く
。

同
校
が
岡
市
ホ
を
求
む
み
こ
ー
は
別
で
あ
る
3

而
も
根
本
に
於
て
肌
内
政
4

句
作
る
も
の
が
闘
(
か
で
あ
ふ
こ
と
も
明
で

.、
E

・
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
‘
.L，
、
、
‘
.
、
‘
.
、
、
.
.
 、
、
、
、

あ
る
。
此
立
味
に
於
て
山
岡
ん
か
は
民
放
を
文
へ
、
政
治
は
民
族
e
r
u
p

州
訪
す
っ
鈍
っ
て
民
族
の
制
牲
と
い
ふ
も
の
は

.
‘
.
‘
.
‘
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

政
治
組
織
の
作
用
に
と
っ
て
は
究
局
に
於
て
、
従
属
的
の
も
の
で
あ
る
と
見
、
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
問
題
は
岡

家
(
叉
は
こ
れ
と
同
一
の
機
能
を
脅
か
も
の
|
|
其
名
栴
は
如
何
と
も
あ
れ
)
が
世
界
全
躍
に
瓦
っ
て
成
立
し
得
る

も
の
で
ゐ
る
か
、
否
炉
、
と
い
ふ
こ
と
に
帰
着
す
る
で
あ
ら
う
。
而
も
、
岡
家
白
煙
の
蹟
大
の
傾
向
が
作
用
し
て

ゐ
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
他
方
に
於
て
、
現
買
の
世
界
的
な
る
事
態
、
こ
と
に
経
済
、
技
術
、
交
通

皐
問
等
に
於
け
る
事
態
は
、
統
一
せ
る
管
理
、
世
界
会
瞳
に
亙
る
統
制
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
即
ち
こ
れ
を
観
〈

上
の
不
便
eT
戚
ぜ
し
り
る
こ
と
、
愈
ミ
深
い
。
民
族
卦
立
の
現
肢
が
各
岡
家
の
孤
立
的
傾
向
を
助
長
し
つ
〉
あ
る

現
布
と
て
色
、
こ
の
こ
と
は
守
ひ
が
た
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
.
世
界
交
通
の
今
日
の
如
〈
便
利
と
な
り
頻
繁
と
な

っ
た
場
合
に
於
て
は
、
種
々
な
る
岡
家
間
民
族
問
の
交
渉
は
昔
日
に
於
て
一
聞
の
内
部
に
於
け
る
が
如
く
密
に
な

民

族

の

周

流

第
四
十
一
巻

第

措置
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ら
h
u
と
し
つ
〉
め
る
。
此
事
情
か
ら
し
て
、
世
界
的
園
家
の
形
成
が
事
態
モ
の
も
の
か
ら
要
求
せ
ら
る
る
の
で
は

な
い
か
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
岡
家
が
解
躍
し
て
一
撃
に
し
て
世
界
的
岡
家
に
準
な
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
も
な
い
、

叉
岡
際
聯
盟
の
組
織
が
そ
の
ま
〉
強
化
せ
ら
れ
て
超
闘
家
的
な
る
世
界
的
岡
家
と
な
る
と
い
ふ
の
で

も
な
い
。
む
し
ろ
旗
大
し
て
ゆ
く
岡
山
水
の
、
事
賃
上
の
相
互
的
勢
力
を
基
礎
と
す
る
聯
合
が
進
行
し
て
、
途
に
世

問
押
な
統
」
す
る
岡
家
に
ま
で
誕
行
す
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
究
局
に
於
て
此
世
界
的
岡
家
の
成
立
し
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ト
ノ

に
明
確
に
存
す
る
。

此
の
如
〈
に
し
て
、
世
界
的
岡
家
が
成
立
す
る
傾
向
が
め
り
、
而
も
そ
れ
が
成
立
す
る
と
自
己
の
組
織
を
愈
ミ

阻
化
し
ゅ
く
傾
向
J

の
り
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
ら
世
界
杢
躍
を
遁
宇
る
民
族
を
鋳
遣
し
よ
う
と
努
力
す
る
で

あ
ら
う
し
、
叉
長
い
時
期
の
う
ち
に
は
此
鋳
遣
の
過
程
が
進
行
す
る
で
あ
ら
'
フ
C

そ
の
時
、
谷
地
方
、
又
は
各
部

放
の
佃
佐
は
、
体
統
、
風
土
の
事
情
に
よ
っ
て
な
ほ
残
存
す
る
に
は
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
と
き
、
所
前
、
自
足

的
な
る
生
活
共
同
を
求
h
u
る
意
識
を
伴
ふ
と
こ
ろ
の
集
聞
と
し
て
の
民
族
が
、
残
存
す
る
と
は
考
へ
が
た
い
の
で

は
な
い
か
。
ヲ
オ
ド
の
如
き
は
、
世
界
各
民
族
の
血
液
の
混
和
が
究
局
世
界
を
一
躍
と
す
る
闘
結
に
ま
で
導
く
と

考
へ
る
。
勿
論
、
白
礎
的
個
人
的
な
る
血
液
文
化
の
同
化
作
用
は
高
調
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
岡
家

の
民
族
に
及
ぼ
す
作
用
は
、
夏
に
強
力
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

け
れ
ど
も
.
此
世
界
を
逼
中
る
「
自
足
的
完
全
集
闇
」
の
形
成
を
近
き
将
来
に
置
か
う
と
す
る

7
Y
ク
ス
・
エ
ン



グ

Y

ス
の
見
解
は
飴
h
ノ
に
距
離
を
見
誤
っ
て
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
『
諸
岡
民
の
民
族
的
分
立
及
び
乳
離
は
、
既
に

プ

y
p
ヨ
ア
ジ
イ
の
竣
遣
に
件
ひ
、
商
業
上
の
白
由
に
仲
ひ
、

叉
世
界
市
場
に
仲
ひ
、
そ
し
て
叉
工
業
上
の
生
産

と
そ
れ
に
相
臆
や
る
生
活
関
係
の
均
一
化
に
つ
れ
て
、
次
第
次
第
に
消
滅
す
る
。
プ
ロ
レ
タ

9
ア
ア
ト
が
支
配
す

司
令
や
う
に
な
れ
ば
、

3
う
い
ふ
も
の
は
、
克
に
一
一
層
速
に
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
(
共
産
指
宣
言
)
0

」
而
し
て
岡
内
に

於
け
る
絞
取
が
な
〈
な
る
な
ら
ば
、

ぞ
れ
に
つ
れ
て
民
族
問
の
絞
取
も
亦
な
く
な
る
で
あ
ら
う
、
説
か
れ
て
ゐ

る
。
け
れ
ど
も
、
民
族
の
針
立
が
資
本
主
義
経
済
の
毅
珪
ド
つ
れ
て
弱
ま
り
、
無
産
者
の
支
配
に
よ
っ
て
や
が
て

ば
消
滅
す
る
h
f

に
見
る
の
式
、

事
車
伝
染
り
こ
在
屯
，
}
之
口
J
3
J
D
f
F

ま
工
、
一
戸
1
3

i
一

d
l
'
F
F
I
l
-
-
l
J
7
L
E
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(
f
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/
，
i
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〆
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も
と
よ
り
吋

p
z
j
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ク

〆
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-
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l
A
!
、
，
，
、
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Ar:ι
伝
秒
拐
に
/
一
-
し
ー
は
!

他
hU
例
制
作
な
か
ふ
ベ

LF
徐
地
が
め
る
と
認
め
u

ら
れ
て
ゐ

4
0
即
ち
無
産
者
が
支
配

者
の
地
位
に
高
ま
る
に
至
っ
て
民
族
に
ま
で
高
ま
り
、
組
園
を
も
つ
に
至
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
で
め

る
。
け
れ
ど
も
、
共
思
想
の
根
本
の
調
子
か
ら
見
て
、
民
族
の
消
滅
を
泣
か
ら
ゴ
る
将
来
に
認
め
た
と
い
ひ
う
る

で
は
な
か
ら
う
か
。

園
際
的
同
化
に
つ
れ
て
、
や
が
て
は
民
族
文
化
の
特
性
、
従
っ
て
民
族
の
個
性
肝
欠
は
れ
、
岡
内
の
階
級
卦
立

の
撤
療
に
よ
っ
て
民
族
問
の
札
機
絞
取
が
除
か
る
る
と
見
る
の
は
、
現
買
の
動
き
を
あ
ま
り
に
軽
調
し
て
ゐ
な
い

、
、
‘
.
、
、
、
、
.
‘
.
、
、
、
‘
.
、
、
.
、
、
、
‘
‘

.h.
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

で
あ
ら
う
か
。
異
な
れ
る
民
族
の
聞
か
ら
一
の
民
族
の
形
成
せ
ら
る
る
こ
と
は
、
少
〈
も
賂
史
の
示
品
?
と
こ
ろ
に

、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

よ
る
と
、
自
礎
的
過
程
・
卸
ち
個
人
相
互
の
交
通
だ
け
か
ら
は
起
り
得
て
ゐ
な
い
。
必
Ar
ゃ
、
岡
家
の
統
制
を
ま

、
、
、
、

っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
問
中
に
費
本
主
義
経
掛
に
於
げ
る
相
互
交
通
、
無
産
者
岡
家
聞
の
接
胸
打
げ
か
ら
‘
ぞ
れ
が

民

族

の

周

流

第
凶
十
一
巻

第

:5J)L 
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族

の

風

流
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四
十
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位J

第

披

凶

生
十
る
と
は
遂
に
考
へ
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
o

こ
と
に
況
や
、
閑
内
に
於
け
る
絞
取
の
取
除
き
が
や
が
て
民

族
の
劃
立
を
取
除
〈
と
は
考
へ
得
な
い
。

7
u
y

ク

久

・

エ

シ

グ

Y
ス
向
ら
に
よ
る
も

今
の
無
産
者
は
4

姐
闘
を
も

に
ぬ

け
れ
ど
も
無
産
者
が
支
配
者
に
ま
で
高
ま
れ
ば
自
ら
を
民
族
に
ま
で
構
成
す
る
と
い
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
、

英
吉
利
民
族
の
世
界
に
於
け
る
資
本
家
的
地
位
に
つ
い
て
語
っ
て
ゐ
る
。
世
界
的
闘
家
の
形
成
を
ま
た
や
し
て
民

族
の
個
性
が
失
は
れ
う
る
と
考
ふ
る
の
は
、
事
態
営
凡
説
つ

τゐ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
こ
と
に
、

一
岡
内
部
じ
於

け
お
無
産
者
一
か
政
治
的
文
配
仁
高
ま
お
こ
と
に
よ
っ
て
、

や
が
て
民
放
問

ω
絞
取
が
除
か
れ
る

2
見
う
べ
き
論
懐

は
少
い

英
士
口
利
民
族
の
生
活
上
の
地
位
炉
、
勢
働
者
に
率
一
る
ま
で
一
種
の
民
族
的
統
取
を
行
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ

事
貨
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
き
に
、
無
産
者
が
支
配
者
に
ま
で
高
ま
わ
一
上
る
こ

E
に
よ
っ
て
、
直
に
此
絞
取
者
の
一

地
位
を
す
て
去
る
で
あ
ら
う
か
。
無
産
者
は
そ
れ
に
よ
っ
で
自
ら
を
民
族
に
ま
で
構
成
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
だ
け
か
ら
、
民
族
的
絞
取
の
除
か
る
る
理
由
は
な
い
と
必
は
れ
る
。

回

枇
舎
の
準
み
は
、

一
方
に
於
て
利
益
枇
合
化
の
過
程
で
あ
旬
、
他
方
に
於
て
、
民
族
の
競
争
拘
汰
の
過
程
で
あ

る
が
、
此
二
は
、
前
者
の
各
段
階
の
中
に
於
て
後
者
が
行
は
る
る
と
い
ふ
だ
け
の
も
の
で
あ
ち
、
二
者
は
孤
立
し

、
.
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
.
、

切
り
は
な
さ
れ
た
る
過
程
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
、
き
う
で
は
な
い
。
わ
れ
ら
は
民
族
の
競
争
針
立
の
中
に
於
て
、

、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
‘

.h.
‘
.
、
、
、
、
‘
.

利
益
枇
曾
化
へ
の
動
き
を
見
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。
此
劃
立
に
基
〈
競
守
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
常
に
粧
糟
的

資
力
の
充
貫
を
求
め
、
人
口
の
増
加
、
枇
合
同
範
間
の
慌
大
、
ひ
い
て
は
人
口
密
度
の
増
加
ぞ
求
め
る
。
ぞ
れ
が
枇



舎
の
利
益
枇
曾
化
を
来
し
、
文
化
内
容
を
し
て
愈
ミ
利
益
枇
舎
の
色
彩
を
強
か
ら
し
な
る
こ
と
、
上
に
迷
ぺ
た
る

が
如
く
で
あ
る
。
勿
論
、
優
越
せ
右
文
化
を
色
つ
色
の
は
や
が
て
表
減
し
よ
う
と
す
石
。
け
れ
ど
色
、
此
文
化
そ

の
も
の
は
、
従
属
的
地
位
に
あ
る
民
族
の
上
に
惇
へ
ら
れ
、
そ
れ
の
中
に
穆
透
す
る
で
あ
ら
う
。
優
秀
な
り
と
見

J
ノ

V

ス
ナ
イ
ヂ

ら
る
る
文
化
が
一
種
の
威
光
を
も
ち
、
こ
の
威
光
が
ぞ
れ
の
流
下
に
役
立
つ
こ
と
は
、
周
知
の
事
買
で
あ
る
。
民

族
の
劃
立
競
争
そ
の
こ
と
は
、
共
同
枇
合
同
的
な
る
も
の
の
撞
存
と
い
ふ
結
果
に
導
〈
に
し
て
も
、
や
が
て
ま
た
、

利
益
一
枇
命
日
化
へ
の
動
き
を
刺
激
す
る
こ
と
も
争
は
れ
が
た
い
。
遠
き
将
来
の
世
界
的
利
盆
枇
舎
を
作
る
矯
に
は
、

共
同
枇
A
W

目
的
傾
向
を
も
て
る
人
間
材
料
を
選
揮
し
よ
う
正
す
る
、
こ
れ
を
以
て
利
盆
一
枇
舎
と
い
ふ
委
を
高
く
に
め

の
工
程
は
、
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翠
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あ
ら
う
。

き
て
、
利
盆
枇
合
化
の
動
き
は
如
何
な
る
歩
調
を
以
て
進
む
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
が
草
調
な
る
一
方
向
へ
の

漸
次
的
進
行
で
あ
る
左
見
て
は
、
理
解
し
が
た
い
事
賓
が
め
ま
に
り
多
い
。
そ
れ
は
、

一
種
の
波
動
全
管
み
つ
冶

前
準
す
る
、

L
」
見
ら
る
.
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
近
時
の
世
界
的
批
勢
が
一
の
問
題
を
な
げ
か
け
て

ゐ
る
。

今
日
、
政
治
の
上
に
於
て
は
濁
裁
政
治
、
経
済
の
上
に
於
て
は
、
統
制
的
傾
向
、
岡
際
的
に
は
卦
立
の
服
勢
が

強
ま
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
波
の
人
人
の
見
方
か
ら
い
へ
ば
、
過
去
の
自
由
主
義
的
な
る
政
治
と
経
済
は
、
資
本

主
義
の
い
は
Y
上
昇
的
過
桂
に
あ
っ
た
扶
勢
に
慮
守
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
梼
が
今
や
、
下
降
の
方
向
に
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轄
じ
た
る
場
合
に
於
て
、
自
由
主
義
は
此
新
版
勢
に
膳
じ
得
な
い
。
今
や
、
政
治
色
、
ま
た
粧
持
も
す
っ
か
り
方

向
を
轄
換
す
べ
き
時
期
に
入
っ
て
ゐ
る
。

か
う
い
ふ
見
解
は
、
世
界
歴
史
の
進
行
が
今
ま
で
の
自
由
主
義
か
ら
其

方
針
を
轄
じ
て
、
い
は
ヲ
会
〈
新
し
き
段
階
に

λ
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

私
は
此
貼
に
つ
い
て
、
次
の
如
、
吉
見
方
を
も
ち
つ

Y
げ
て
ゐ
る
。
此
国
介
の
動
き
は
般
本
に
於
て
利
益
枇
合
へ
の

動
き
で
め
る
。
而
し
て
、
こ
れ
は
一
国
か
ら
見
て
自
由
主
義
的
な
る
も
の
と
表
現
し
て
益
支
は
な
い
九
桐
人
の
澗

立
の
加
は
る
ヲ
t

〆

Jf
自
由
正
い
ふ
名
4
M
A
}
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て
表
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ノ
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、
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き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
世
界
は
会
く
共
方
向
宇
佐
轄
じ
亡
と
見
る
.
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
議
合
政

治
の
影
は
う
す
く
な
り
、
経
掛
は
統
制
の
色
彩
そ
こ
く
し
た
。
け
れ
ど
も
、
今
の
立
場
か
ら
は
そ
れ
が
次
の
如
〈

に
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

k
思
ふ
。

最
近
の
朕
勢
は
す
べ
て
靴
後
の
不
況
の
結
果
占
し
て
説
明
し
得
ら
る
べ
き
で
め
る
。
此
不
況
に
よ
る
訂
撃
か
ら

克
る
る
方
法
と
し
て
は
、
岡
内
に
於
て
濁
裁
政
治
を
と
る
こ
と
の
必
要
が
戚
ぜ
ら
れ
る
。
同
時
に
、
腕
梼
の
上
に

も
統
制
が
要
望
せ
ら
れ
る
。
此
賄
の
仔
細
に
立
入
る
こ
と
は
、
今
の
意
圃
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
一
方

に
於
て
持
-
績
的
の
も
の
で
あ
る
か
、
他
方
に
於
て
自
由
主
義
の
廃
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

今
日
の
不
況
は
世
界
戦
争
の
結
果
左
し
て
説
明
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
や
る
。
さ
う
考
ふ
る
と
き
に
は
、
此

不
況
も
や
が
て
は
克
服
せ
ら
る
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
話
み
て
貰
質
的
に
云
へ
ば
、
主
と
し
て
貨
幣
組
織
の
改
革

に
よ
っ
て
、
此
克
服
が
貸
現
せ
ら
る
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
賞
現
せ
ら
る
る
場
合
に
於
て
は
、
岡
内
に



於
げ
る
調
裁
強
制
色
緩
和
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

政
治
に
於
け
る
自
由
は
自
ら
に
快
復
せ
ら
れ
て
ゆ
く
で
あ
ら

ぅ
。
闘
際
関
係
の
緊
張
も
漸
次
に
ゆ
る
め
ら
れ
る
と
思
ば
れ
る
。
此
鞘
か
ら
考
へ
る
と
、
岡
内
に
於
け
る
濁
裁
、

園
際
に
於
け
る
卦
立
と
い
ふ
現
時
の
逼
迫
し
に
る
肢
勢
は
、
こ
れ
を
作
り
上
げ
た
る
肢
勢
の
麺
化
と
と
も
に
取
除

か
れ
、
世
界
は
ま
た
再
び
、
そ
の
利
益
枇
舎
化
の
進
路
を
賦
々
と
し
て
準
h
u
で
あ
ら
う
。
此
意
味
に
於
て
、
世
界
の

動
き
が
会
〈
其
方
向
を
聾
し
た
、
と
見
る
見
解
は
、
此
一
時
な
る
姿
を
以
て
永
績
的
な
る
も
の
と
な
す
ぷ
外
な
ら

ぬ
。
も
と
よ
り
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
殺
展
し
て
ゆ
く
傾
向
か
ら
す
る
と
、
岡
家
的
経
梼
的
機
能
が
減
少
し
て
ゆ

く
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け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、

一
概
に
、
自
由
主
義
の
退
却
、
祉
合
同
進
路
の
轄
向
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
ら

ぅ
。
枇
曾
生
活
に
於
け
る
岡
家
的
統
制
、
乃
至
岡
家
的
機
能
負
控
の
必
要
又
は
限
度
は
、
経
持
の
般
勢
、
文
化
の

段
階
、
封
外
の
関
係
、

に
、
世
舎
の
利
盆
祉
命
日
化
が
準
行
し
、
倒
ム
干
の
人
格
が
自
己
目
的
と
し
て
取
扱
は
る
る
に
至
る
か
ら
と
て
、
此
統

、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、

制
、
乃
至
、
岡
家
機
能
が
取
除
、
か
る
る
は
十
は
な
い
。
要
は
、
個
人
的
自
由
と
枇
曾
的
乃
至
組
織
的
自
由
と
を
臣

、
、
、
、
、
、

別
す
る
に
あ
る
。

若
〈
は
針
白
然
の
聞
係
等
に
よ
っ
て
、

種
々
に
特
捜
化
し
て
ゆ
く
で
あ
ら
う
。

此
際
い
か

資
本
主
義
の
礎
遼
が
経
済
的
統
制
を
必
要
と
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
な
る
ほ
芝
、
個
人
的
削
ち
民
事

的
自
由
は
減
少
す
る
で
あ
ら
う
。
而
も
統
制
の
組
織
そ
の
も
の
に
於
け
る
自
由
が
十
分
に
保
障
せ
ら
る
る
な
ら
ば
、
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枇
合
目
的
自
由
の
作
用
す
る
範
囲
が
、
そ
れ
だ
け
加
は
っ
た
の
に
外
な
ら
ぬ
事
に
な
る
。
組
織
そ
の
も
の
が
愈
3
成

員
の
自
由
の
上
に
築
か
る
る
に
至
る
な
ら
ば
、
枇
合
的
自
由
は
伸
張
す
る
。
而
し
て
此
組
識
に
よ
る
統
制
の
範
国

の
加
は
る
こ
と
は
、
あ
る
生
活
方
面
が
個
人
的
自
由
か
ら
吐
合
的
自
由
の
中
に
移
き
る
る
こ
左
と
見
ら
れ
う
る
。

此
意
味
に
於
て
、
利
益
枇
舎
の
進
み
が
不
断
で
あ
る
が
如

t
、
此
の
如
〈
康
義
に
解
し
た
る
自
由
も
ま
た
、
不
断

に
伸
長
せ
ら
れ
て
ゆ
く
o

今
ま
で
の
叙
越
は
現
在
の
段
階
を
中
心
?
と
レ
て
場
ぺ
て
き
に
の
で
あ
る
が
、

東
じ
長
期
ド
瓦
る
こ
と
か
仏
者
へ
で

見
ょ
う
。
利
益
世
命
日
化
の
準
行
は
決
し
て
皐
調
な
る
前
準
を
つ
百
〈
る
も
の
で
は
な
い
。
自
然
界
に
於
て
す
ら
、

複
雑
な
る
現
寅
の
動
き
は
常
に
律
動
を
な
し
つ
〉
準
行
す
る
。
気
温
の
上
昇
下
降
は
日
を
逗
う
て
順
次
に
行
は
れ

や
、
或
は
上
り
過
ぎ
て
は
も
ど
り
、
下
り
す
ぎ
で
は
も

E
る
。
利
盆
祉
合
化
の
進
み
と
て
も
、

一
種
の
循
環
的
波

抽
出
的
段
階
を
辿
り
つ
う
準
一
む
の
で
あ
ら
う
。
枇
命
田
が
上
に
述
べ
七
る
が
如
き
症
路
を
謹
む
に
蛍
っ
て
、
常
に
二
の

傾
向
又
は
方
針
の
封
立
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

一
は
遠
心
的
な
る
そ
れ
で
あ
り
、

他
は
求
心
的
な
る
そ
れ
で
め

る
。
前
者
は
個
人
中
心
的
分
散
的
で
あ
り
、
後
者
は
集
圏
、
別
し
て
民
族
中
心
的
で
あ
り
、
岡
結
の
輩
固
を
目
標

と
す
る
。
帥
ち
一
は
共
同
吐
舎
化
の
方
向
で
あ
り
、
他
は
利
益
世
合
化
の
方
向
で
あ
る
、
と
表
現
し
て
も
差
支
は

な
い
で
あ
ら
う
。
歴
史
の
動
き
は
、
此
二
の
一
大
な
る
傾
向
の
交
代
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
が
あ
る
。
私
は
此
見
解
が

次
の
意
味
じ
於
て
正
し
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

利
益
枇
舎
化
は
祉
合
議
建
の
過
程
を
貫
い
て
ゐ
る
方
向
で
あ
る
。
け
れ

E
も
そ
れ
は
、
波
浪
献
態
を
呈
し
て
準



む
が
故
に
、
あ
る
段
階
の
み
を
と
っ
て
考
ふ
れ
ば
、

又
は
此
根
本
の
大
勢
を
切
り
は
な
し
て
考
ふ
る
と
き
に
は
h

二
の
傾
向
の
振
子
運
動
と
し
て
考
へ
ら
れ
得
る
。
克
に
誰
み
て
考
ふ
る
に
、
此
振
子
運
動
が
こ
二
の
種
類
に
分
た

れ
得
る
。

優
越
的
地
位
を
占
め
た
る
民
族
が
、
少
く
も
共
支
配
階
級
の
部
分
に
於
て
、
利
義
枇
命
日
化
の
匙
を
急
ぎ
、
共
結

果
と
し
て
浪
落
し
に
る
場
合
、
取
り
代
れ
る
民
族
は
な
ほ
著
し
〈
共
同
社
合
的
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
〉
る
事

情
の
下
に
於
て
は
、
利
益
枇
合
的
な
る
も
の
と
共
同
世
合
的
な
る
色
の
と
の
交
代
が
め
る
。
次
に
此
共
同
枇
命
日
的

な
る
も
の
は
.
ま
に
そ
れ
自
惜
、
利
強
引
枇
合
同
化
す
る
。

ご
旨
に
色
他
の
一
の
交
代
が
あ
る
c

こ
れ
は
4

の
根
本
的

な
る
交
代
で
あ
名
。
け
れ
ど
色
な
ほ
他
の
一
の
交
代
が
あ
る
。

一
の
民
族
が
そ
の
利
益
枇
曾
化
の
道
を
進
む
場
合
に
於
て
も
、
そ
こ
に
は
必
然
的
な
る
律
動
が
あ
る
で
あ
ら

ぅ
。
吐
舎
の
蹴
勢
に
従
っ
て
、
利
益
枇
舎
の
色
mw
が
愈
ミ
加
は
っ
て
ゆ
く
場
合
に
於
て
、
二
の
事
象
が
生
守
る
。

一
は
共
傾
向
が
規
範
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
固
定
的
な
る
法
律
の
内
容
と
な
り
、
又
は
道
徳
の
内
容
と
ま

で
な
る
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

一
代
の
思
潮
、
又
は
運
動
の
形
に
於
て
、
愈
ミ
誇
張
せ
ら
れ
、
各
人
を
そ
の
方

向
に
強
要
し
、
ま
き
こ
ま
う
と
す
る
。
次
に
一
部
分
の
集
国
的
勢
力
が
こ
れ
を
利
用
し
て
、
自
己
の
勢
力
蹟
張
の

機
舎
に
供
し
よ
う
と
す
る
。
か
〉
る
事
情
の
魚
に
、
此
傾
向
そ
の
も
の
は
拍
車
を
か
け
ら
れ
て
、
世
舎
の
自
然
的

な
る
、
邸
ち
か
〉
る
助
長
的
事
情
の
な
い
場
合
以
上
に
謹
む
。
此
行
き
過
ぎ
は
早
晩
色
ど
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
卸

も
そ
れ
は
必
争
や
、
民
族
の
立
場
を
危
く
し
、
又
は
何
等
か
の
文
化
内
容
の
竣
展
、
生
活
の
充
貫
を
匝
碍
す
る
傾
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を
も
つ
で
あ
ら
F

ヲ
。
印
ち
、
一
枇
舎
の
抗
勢
げ
か
利
益
世
合
化
の
動
き
か
」
生
h
u

に
し
て
色
、
此
傾
向
が
強
く
な
ち
す
ぎ

る
と
、
枇
舎
の
状
勢
が
こ
れ
を
認
容
し
得
な
〈
な
る
。
そ
こ
で
、
や
が
て
は
こ
れ
を
逆
の
方
向
に
轄
ぜ
し
め
よ
う

と
す
る
努
力
、
傾
向
を
生
や
る
。
此
傾
向
は
常
に
民
族
の
圃
結
を
つ
よ
め
、
そ
の
立
場
を
有
利
な
ら
し
め
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
の
、

い
は
Y
共
同
枇
命
日
化
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
'b
此
傾
向
も
ま
た
、
体
統
の
力
と
相
侯
て
規
範

化
し
、
且
つ
枇
舎
の
一
部
分
の
も
の
の
優
越
の
要
求
の
魚
じ
利
用
せ
ら
る
る
に
及
び
、
必
中
行
事
す
ぎ
る
。
而
し

て
、
民
族
内
部
に
於
げ

Z
あ
志
勢
力
、

又
改
民
衆
の
利
誌
や
要
求
'
佐
川
あ
ま
ち
に
聞
く
陣
地
す
ぶ
こ
と
と
な
ら
ゴ

る
を
得
ぬ
。
そ
の
こ
と
が
一
の
反
動
を
も
れ
ん
ら
す
の
周
闇
の
事
情
、
こ
と
に
岡
際
府
勢
の
麗
化
が
此
反
動
の
程
度
、

時
期
の
上
に
作
用
す
る
こ

E
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
、
此
二
の
傾
向
は
規
範
化
の
作
用
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
集
圃
意
識
の
作
用
に
よ
っ
て
、
ま
に
、

部
分
の
勢
力
の
要
求
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
ゆ
き
す
ぎ
る
。

h
y
〈
し
て
、
利
議
枇
命
日
化
の
過
程
は
一
律
に
し
て
閤

滑
な
る
進
行
に
非
中
、
か
〉
る
振
子
運
動
を
共
中
に
含
ま
ぎ
る
を
得
向
。
こ
れ
だ
け
の
説
明
に
よ
っ
て
、
現
貨
に

於
げ
る
利
益
枇
合
化
の
準
行
が
波
動
を
な
し
て
の
み
行
は
る
る
こ
と
も
、
理
解
し
件
ら
る
る
こ
と
と
凪
は
れ
る
。

(
昭
和
十
年
五
月
初
旬
)


